
 
アフリカ豚熱、口蹄疫等の防疫対策の徹底を！  
新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により海外渡航の自粛

などが呼び掛けられています。 

一方で、限定的な出入国制限の緩和が決まっています。 

今後、出入国や移動の増加によりアフリカ豚熱、口蹄疫などの国

内への侵入のリスクのほか、国内における豚熱の発生リスクも高

まることから下記の点を再度確認し、一層の防疫対策の徹底を

お願いします。 
 

 
  

• アフリカ豚熱、口蹄疫などの発生地域への渡航の自粛 

• 衛生管理区域内に病原体の持ち込みを防止するため、 

関係者以外の立入禁止、出入りする人や物の消毒 

野生動物侵入防止対策の徹底 

• 毎日の健康観察及び早期発見・早期通報 

十和田家畜保健衛生所 
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 〈豚熱、アフリカ豚熱の特定症状〉 

・耳、下腹部、四肢等に紫斑がある 

・４０度以上の発熱、元気消失、食欲不振 

・便秘、下痢 

・結膜炎（目ヤニ） 

・歩行困難、後躯麻痺、けいれん 

・削痩、被毛粗剛、発育不良（ひね豚） 

・異常産の発生 

・皮下出血、天然孔からの出血、血便

〈豚熱〉 

 

〈アフリカ豚熱〉 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
                            (写真出典：USDA APHIS Plum Island  

Animal Disease Center) 

 

 

 

 

                              
(写真出典：獣医感染症カラーアトラス第 2版) 

 

 

〈口蹄疫の特定症状〉 

３９度以上発熱 と 

泡状のよだれ、歩行異常、乳量の低下・泌乳停止 があり、 

口の中・鼻の粘膜、趾間、乳房に水疱・びらん・潰瘍 を認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
(豚写真出典：獣医感染症カラーアトラス第 2版) 

 

 

 

(牛写真出典：宮崎県) 

 


